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(57)【要約】
　超音波撮像システムＵＩＳは、オペレータが視覚教材
を要求することを可能にするユーザインタフェースＵＩ
Ｆを有する。視覚教材の要求に応じて、制御器ＣＴＲＬ
は、患者にプローブを当てる好ましい方法の視覚表現を
データベースから取り出し、表示装置ＤＰＬにこの視覚
表現をレンダリングさせる。好ましいが、必ずしも必要
ではない、制御器ＣＴＲＬは、実行されているワークフ
ロープロトコルプログラムＷＰＰのステップを検出する
。制御器ＣＴＲＬは次いで、この実行されているステッ
プに関係する視覚表現を前記データベースから選択する
。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　オペレータが視覚教材を要求することを可能にするユーザインタフェース、及び
　視覚教材の要求に応じて、患者にプローブを当てる好ましい方法の視覚表現をデータベ
ースから取り出し、前記視覚表現を表示装置にレンダリングさせるように構成される制御
器
を有する超音波撮像システム。
【請求項２】
　前記制御器は、実行されているワークフロープロトコルプログラムのステップを検出し
、実行されている前記ステップに関係する視覚表現を前記データベースから選択するよう
に構成される請求項１に記載の超音波撮像システム。
【請求項３】
　超音波画像を取得する好ましい方法の少なくとも１つの視覚表現を備える記憶モジュー
ルを有する請求項１に記載の超音波撮像システム。
【請求項４】
　取得した超音波走査データを遠隔地に伝送するための通信モジュールを有する請求項１
に記載の超音波撮像システム。
【請求項５】
　前記データベースは、患者にプローブを当てる好ましい方法を示す少なくとも１つの静
止画を有する請求項１に記載の超音波撮像システム。
【請求項６】
　前記データベースは、患者にプローブを当てる好ましい方法を示す少なくとも１つのビ
デオを有する請求項１に記載の超音波撮像システム。
【請求項７】
　前記データベースは、患者にプローブを当てる好ましい方法の少なくとも１つの視覚表
現に関連して音声情報を有する請求項１に記載の超音波撮像システム。
【請求項８】
　前記音声情報は、患者にプローブを当てるための口頭指示を有する請求項７に記載の超
音波撮像システム。
【請求項９】
　オペレータが視覚教材を要求することを可能にするユーザインタフェースを有する超音
波撮像システムを含む超音波撮像方法において、
　視覚教材の要求に応じて、患者にプローブを当てる好ましい方法の視覚表現がデータベ
ースから取り出され、表示装置が前記視覚表現をレンダリングする、視覚教材供給ステッ
プ
を有する方法。
【請求項１０】
　オペレータが視覚教材を要求することを可能にするユーザインタフェース及びプログラ
ム可能な処理器を有する超音波撮像システム用のコンピュータプログラムプロダクトにお
いて、
　前記プログラム可能な処理器にロードされるとき、前記プログラム可能な処理器が
視覚教材の要求に応じて、患者にプローブを当てる好ましい方法の視覚表現が取り出され
、表示装置が前記視覚表現をレンダリングする視覚教材供給ステップを実行することを可
能にする命令の組を有するコンピュータプログラムプロダクト。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の態様は、超音波撮像システムに関する。この超音波撮像システムは、例えば遠
隔医療応用を可能にする携帯型装置の形でもよい。本発明の他の態様は、超音波撮像の方
法及びコンピュータプログラムプロダクトに関する。
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【背景技術】
【０００２】
　医療応用において、超音波撮像システムは通例、患者の特定の身体部分に関する超音波
走査データを取得するために用いられる。この超音波走査データは、診断を行うための画
像又は一連の画像として表示装置上に視覚的にレンダリングされ、これら画像は医療手当
の基礎として役立つ。
【０００３】
　国際出願公開番号WO2006/038181は、１つ以上の検査プロトコルを含む超音波診断シス
テムを説明し、これらプロトコルは１つ以上の標準化された超音波検査を行っているオペ
レータを誘導する。検査プロトコルの実行中、テンプレートプロトコルのステップが利用
可能である。オペレータは、これらテンプレートプロトコルのステップの１つを選択し、
そのステップに現在のプロトコルに対する固有の名前を与えることにより標準プロトコル
を強化することができる。この追加したステップの実施は、クローン化した従来のプロト
コルステップに内在する診断ツール、例えば測定及び計算を自動的に呼び出す。加えて、
オペレータは、この追加したステップに他の診断ツールを加えることができる。標準及び
カスタマイズしたプロトコルのステップの結果は、自動的に作成される診断レポートの適
切なシーケンス及び状況で自動的に記録される。
【０００４】
　超音波撮像システムのオペレータは、十分な診断価値を持つ超音波走査データを取得す
るために、かなりのレベルのスキル及び経験を持つ必要がある。超音波撮像は専門家の仕
事であり、これは十分な診断価値の超音波走査データを得るために、特定の方法で超音波
プローブを配置する及び動かすことを含む。上述した国際出願に説明されるようなプロト
コルを駆動するワークフローは、これら態様にわずかな誘導を行う。これらの事例におい
て、熟練した、経験のある人間だけが診断の実施を目的とする超音波撮像システムを操作
することを可能にするので、そのような誘導は必要ない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、十分な診断価値の超音波撮像走査データを取得する必要があるが、撮像
の専門家がいない場所又は状況もある。例は田舎の診療所、最初に駆け付けた人のインタ
ーベンション、発展途上国及び戦場を含む。これらの場合において、超音波撮像は一般に
、経験の少ないオペレータにより行われる必要があり、これらオペレータは、所与の解剖
学的構造又は疾病のプロファイルを走査するための最良の方法をよく知らない。これは誤
診となり得る。オペレータが何らかの基礎訓練を受けた場合でさえも、オペレータがスト
レスの多い状況で操作する必要があり、故に自分達の訓練を思い出すのは難しいことが分
かる。オペレータは、適切な診断情報を提供する走査に到達する前に、比較的多く走査を
実行する必要がある。これは治療の遅れを意味している。深刻な状況において、これ全て
は患者を失うことにつながる。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　経験の少ないオペレータが十分な診断価値を持つ超音波画像を素早く取得することを可
能にする改良された超音波撮像装置が必要である。
【０００７】
　本発明の態様によれば、超音波撮像システムは、オペレータが視覚教材を要求すること
を可能にするユーザインタフェースを有する。視覚教材の要求に応じて、制御器は、患者
にプローブを当てる好ましい方法の視覚表現をデータベースから取り出し、この視覚表現
を表示装置にレンダリングさせる。
【０００８】
　例えば、経験の少ないオペレータは、患者にプローブを当てる好ましい方法として、表
示装置上に表示されるプローブの配置及び走査の動きをまねてよい。これは十分な診断価
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値の超音波走査データを取り込む機会を増大させる。
【０００９】
　本発明の実施は、以下の追加の特徴の１つ以上を有利に有し、これら特徴は、個々の従
属請求項に対応する別々の段落に開示される。
【００１０】
　好ましくは、制御器は、実行されているワークフロープロトコルプログラムのステップ
を検出し、この実行されているステップに関係する視覚表現を前記データベースから選択
する。
【００１１】
　超音波撮像システムは好ましくは、超音波画像を取得する好ましい方法の少なくとも１
つの視覚表現を備える記憶モジュールを有する。
【００１２】
　超音波撮像システムは好ましくは、取得した超音波走査データを遠隔地に伝送するため
の通信モジュールを有する。
【００１３】
　前記データベースは、患者にプローブを当てる好ましい方法を示す少なくとも１つの静
止画を有してもよい。
【００１４】
　前記データベースは、患者にプローブを当てる好ましい方法を示す少なくとも１つのビ
デオを有してもよい。
【００１５】
　前記データベースは、患者にプローブを当てる好ましい方法の少なくとも１つの視覚表
現に関連する音声情報を有する。
【００１６】
　前記音声情報は好ましくは、患者にプローブを当てるための口頭指示を有する。
【００１７】
　図面を参照する詳細な説明は、以下に要約される本発明及び追加の特徴を説明する。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】超音波撮像システムを説明するブロック図。
【図２】超音波撮像システムが実行する一連のステップを説明するフローチャート。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　図１は、超音波撮像システムＵＩＳを説明し、これは携帯型装置の形でもよい。この超
音波撮像システムＵＩＳは、プローブＰＲＢ、超音波走査組立体ＩＳＡ、表示処理器ＤＰ
Ｒ、表示装置ＤＰＬ、制御器ＣＴＲＬ及びユーザインタフェースＵＩＦを有する。プロー
ブＰＲＢは、例えば圧電変換器の二次元配列を有してもよい。超音波走査組立体ＩＳＡは
、超音波送信機及び超音波受信機を有してもよく、それらはビーム形成モジュールを各々
含んでもよい。この超音波走査組立体ＩＳＡはさらに、１つ以上のフィルタモジュール及
びいわゆるＢモード処理モジュールを有してもよい。
【００２０】
　制御器ＣＴＲＬは、例えば適切にプログラムされた処理器の形でもよい。ユーザインタ
フェースＵＩＦは、例えば様々な英数字キー、ノブ及びマウス若しくはトラックボールの
ような物理的要素を有してもよい。しかしながら、ユーザインタフェースＵＩＦは、制御
器ＣＴＲＬが実行するソフトウェア部品を有してもよい。例えばソフトウェア部品は、オ
ペレータが特定キーを押す又はカーソルを表示通りにアイテムに動かすことによりアイテ
ムを選択するメニューを表示装置ＤＰＬに表示させてもよい。
【００２１】
　超音波撮像システムＵＩＳはさらに、以下の機能エンティティ；記憶モジュールＳＴＭ
及び通信モジュールＴＲＸを有する。記憶モジュールＳＴＭは、例えばハードディスクの
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形でもよい。この記憶モジュールＳＴＭは、前記制御器ＣＴＲＬが実行するワークフロー
プロトコルプログラムＷＰＰ及び加えて視聴覚教材データベースＶＡＤを有する。通信モ
ジュールＴＲＸは、例えばワイヤレス通信又は有線ネットワークを介した通信のためのト
ランシーバー回路を有する。この通信モジュールＴＲＸはさらに、インターネットを介す
る通信に用いられるプロトコルのような、１つ以上の通信プロトコルを実施する１つ以上
のインタフェースを有する。通信モジュールＴＲＸは、超音波撮像システムＵＩＳが取得
した超音波画像を遠隔地に転送することを可能にする。
【００２２】
　超音波撮像システムＵＩＳは基本的に以下の通りに動作する。オペレータは、超音波撮
像システムＵＩＳのスイッチをただオンにするだけ又は超音波画像取得処理をただ開始す
るだけであると考えられる。それに応じて、制御器ＣＴＲＬは、記憶モジュールＳＴＭに
記憶される前記ワークフロープロトコルプログラムＷＰＰを実行する。このワークフロー
プロトコルプログラムＷＰＰは、超音波画像を特定モードで取得するのに必要な構造的な
一連のステップを提供する。特定のステップにおいて、ワークフロープロトコルプログラ
ムＷＰＰは、ユーザインタフェースＵＩＦを介して１つ以上のパラメタを指定又は設定す
るようオペレータに求めてもよい。
【００２３】
　走査ステップにおいて、プローブＰＲＢは、図１に説明されるように、患者の身体部分
ＢＤＹと接触している。超音波走査組立体ＩＳＡは、伝送信号ＴＸの組をプローブＰＲＢ
に加え、このプローブＰＲＢから受信信号ＲＸの組を受信する。この受信信号ＲＸの組は
、伝送信号ＴＸの反射を有する。これら反射は、患者の身体部分ＢＤＹ内で発生する。こ
の受信信号ＲＸの組は、超音波走査データＵＳＤを得るために処理される。この超音波走
査データＵＳＤは、例えばいわゆるＢモード画像の形でもよい。超音波走査データＵＳＤ
は、二次元又は三次元表現を提供してもよい。後者の場合、超音波走査データＵＳＤは、
ボリュームデータと呼ばれる。
【００２４】
　表示処理器ＤＰＲは、超音波走査組立体ＩＳＡが供給する超音波走査データＵＳＤの視
覚表現を通例は有する表示画像ＤＩＳを生成する。表示装置ＤＰＬは、これら表示画像Ｄ
ＩＳを表示する。表示画像ＤＩＳは、１つ以上の補助的な画像表現を有してもよく、これ
ら補助的な画像表現は、必ずしも超音波走査データＵＳＤに基づいている必要はない。補
助的な画像表現は、以下にさらに詳細に説明されるように、記憶モジュールＳＴＭから取
り出されてもよい。図１は、表示画像が超音波走査データＵＳＤの視覚表現である超音波
画像ＵＩ及び補助的な視覚表現を有するサブ画像ＡＶを有する実施例を説明する。
【００２５】
　超音波走査データＵＳＤ及びその視覚表現は、もしあるのならば、プローブＰＲＢの配
置及び走査の動きに大きく依存する診断価値を持つ。この点において、異なる解剖学的構
造は異なるプローブの配置及び異なる走査の動きを通例は必要とすることに注意すべきで
ある。超音波走査データＵＳＤの診断価値はこれにより、プローブＰＲＢを適切に配置す
る及び関心のある解剖学的構造にプローブＰＲＢを適切に動かすオペレータの能力に大き
く依存するだろう。経験不足は、オペレータが診断の観点からすれば十分な品質の超音波
走査データＵＳＤを取得することをできないようにする。強要する状況は、オペレータが
信頼できる診断を可能にする超音波走査データＵＳＤを取得することもできないようにす
るかもしれない。
【００２６】
　図１に説明される超音波撮像システムＵＩＳは、十分な品質の超音波走査データＵＳＤ
を取得するオペレータの能力を高めさせるために配される。この目的のために、ユーザイ
ンタフェースＵＩＦはヘルプキーを備え、オペレータは視覚的支援を得るために、このキ
ーを押す。ユーザインタフェースＵＩＦは、表示装置ＤＰＬ上にヘルプアイコンを表示し
てもよい。このヘルプアイコンは、ワークフロープロトコルプログラムＷＰＰに関係する
画像上又は超音波画像上に重畳されてもよい。何れの場合においても、ユーザインタフェ
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ースＵＩＦは、オペレータが自分は視覚的支援を必要としていることを示すことを可能に
する。
【００２７】
　視覚的支援の要求に応じて、制御器ＣＴＲＬは、視聴覚教材データベースＶＡＤから視
覚教材データＶＡを選択し、この視覚教材データＶＡを補助的な視覚表現として表示処理
器ＤＰＲに加える。図１に説明されるサブ画像ＶＡはこれにより、視聴覚教材データベー
スＶＡＤから選択された前記視覚教材データを表示する。代わりに、視覚教材データＶＡ
がフルスクリーンモードで表示されてもよい。視覚教材データＶＡがサブ画像の形でレン
ダリングされる場合、超音波撮像システムＵＩＳは、オペレータがサブ画像を動かす及び
サブ画像の大きさを変更することを可能にする。この目的のために、制御器ＣＴＲＬは、
例えばマウス及び１つ以上のボタン又はキーのようなユーザインタフェースＵＩＦの物理
的要素と対話する１つ以上の特定のソフトウェア部品を有する。
【００２８】
　視覚教材データＶＡは、１つ以上の静止画像若しくは１つ以上のビデオ又はそれら両方
を有してもよい。複数の静止画像又は複数のビデオが別の超音波撮像技術を説明してもよ
い。これは、例えば患者に超音波撮像を適用するのが難しい、又は損傷で超音波撮像の主
要モード(primary mode)ができない場合、特に有用である。視覚教材データＶＡは、音声
及び口頭指示も有し、これは、超音波撮像システムＵＩＳの一部を形成するスピーカーを
介して表現される。
【００２９】
　表示される視覚教材データＶＡは、関心のある解剖学的構造に対するプローブの配置及
び走査の動きに関し最良の実施を説明している。視覚教材データＶＡが関係する関心のあ
る解剖学的構造は、ワークフロープロトコルプログラムＷＰＰが実施した１つ以上のステ
ップにおいて特定されている。オペレータは、サブ画像ＡＶ若しくはフルスクリーンモー
ド又は他の方法で表示装置ＤＰＬ上に表示されるプローブの配置及び走査の動きをまねる
。これは、十分な診断価値の超音波走査データＵＳＤを取り込む可能性をかなり増大させ
る。超音波撮像システムＵＩＳは好ましくは、オペレータが視覚教材データＶＡに含まれ
るビデオを巻き戻す、繰り返す、早送り、低速再生及び一時停止をすることを可能にする
。
【００３０】
　それ故に、オペレータが経験不足の場合でさえも、オペレータは、超音波走査データＵ
ＳＤが十分な診断価値を持つような方法で、この超音波撮像システムＵＩＳを動作させる
ことが可能である。しかしながら、オペレータは、超音波走査データＵＳＤを示す表示画
像ＤＩＳに基づいて診断を行うことができない。さらに、超音波撮像システムＵＩＳの近
くで診断を行うことができる人間が誰もいないこともありえる。これは、例えば、田舎の
診療所、発展途上国及び戦場である。このような場合、超音波走査データＵＳＤ若しくは
それらデータから生成される表示画像ＤＩＳ、又はそれら両方は、診断を行うことができ
る専門家がいる遠隔地に転送されるべきである。これは遠隔医療として適格にされる。
【００３１】
　図１に説明される超音波撮像システムＵＩＳは、オペレータ又はこれに限って言えば何
れか他の人間が超音波走査データＵＳＤ若しくはそれらデータから生成される画像又はそ
れら両方を遠隔地にいる専門家に伝送することを可能にする。オペレータは、超音波走査
データＵＳＤを取得している間、若しくは超音波走査データＵＳＤを取得した後、データ
伝送を開始する。後者の場合、超音波走査データＵＳＤは、例えば記憶モジュールＳＴＭ
に記憶される。制御器ＣＴＲＬは、オペレータ又は他の人間により指定された伝送パラメ
タに基づいてデータ伝送を制御する。制御器ＣＴＲＬは、超音波走査データＵＳＤを通信
モジュールＴＲＸに加えさせる。制御器ＣＴＲＬはさらに、超音波走査データＵＳＤが指
定された伝送パラメタに従って伝送されるように、前記通信モジュールＴＲＸを適切に構
成してもよい。例えば、データ伝送がインターネットを介して行われる場合、オペレータ
は、遠隔地にいる専門家に届くことができるＵＲＬ又はｅメールアドレスを指定してもよ
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い。データ伝送がワイヤレス無線を介して行う場合、オペレータは、特定のチャンネルを
指定してもよい。超音波走査データＵＳＤを伝送するために暗号化が用いられてもよい。
【００３２】
　図２は、図２に説明される制御器ＣＴＲＬが要求に応じて視覚教材データＶＡを提供す
るために実行する一連のステップＳ１からＳ８を説明する。これら一連のステップＳ１か
らＳ８は、例えば記憶モジュールＳＴＭに記憶されるワークフロープロトコルプログラム
ＷＰＰの一部を形成してもよい。図２は、制御器ＣＴＲＬに図２を参照して以下に説明す
る様々な動作を行わせるソフトウェアプログラム、すなわち一連の命令のフローチャート
表現と見なされる。
【００３３】
　ステップＳ１（ＲＱ＿ＶＡ？）において、制御器ＣＴＲＬは、視覚教材の要求があるか
ないかを検査する。以下に述べるように、オペレータがユーザインタフェースＵＩＦを用
いて視覚教材の要求を表してもよい。すなわち、制御器ＣＴＲＬは、言ってみれば視覚教
材の要求が表されたかを判断するために、ユーザインタフェースＵＩＦを常に監視しても
よい。視覚教材の要求がある場合、制御器ＣＴＲＬは次いでステップ２を実行する。
【００３４】
　ステップ２（ＤＥＴ＿Ｓ－ＷＰＰ）において、制御器ＣＴＲＬは、現在実行されている
ワークフロープロトコルプログラムＷＰＰのステップを検出する。すなわち、制御器ＣＴ
ＲＬは、超音波撮像の取得処理に関する文脈情報及び視覚教材の要求が行われたときこの
処理において到達した地点を得る。
【００３５】
　ステップ３（ＲＴＶ＿ＶＡ＠ＶＤＢ）において、制御器ＣＴＲＬは、ワークフロープロ
トコルプログラムＷＰＰの現在のステップに関係する視聴覚教材データベースＶＡＤから
視覚教材データＶＡを取り出す。より明確には、取り出された視覚教材データＶＡは、表
示処理器ＤＰＲに加えられる。前記視聴覚教材データベースＶＡＤは、ワークフロープロ
トコルプログラムＷＰＰにおける様々なステップに関係する様々な要素を有する。それに
もかかわらず、要素は様々な異なるステップに関係し、異なるステップは特定の要素を共
有している。制御器ＣＴＲＬは、ワークフロープロトコルプログラムＷＰＰの現在のステ
ップに適切な１つ以上の要素を選択する。
【００３６】
　ステップＳ４（ＲＮＤ＿ＶＡ）において、制御器ＣＴＲＬは、適用できるレンダリング
パラメタに従って、視覚教材データＶＡのレンダリングを制御する。初めに、視覚教材デ
ータＶＡは、メディアプレイヤーの再生ボタンが押される場合に起こることに類似するデ
フォルト方式でレンダリングされてもよい。
【００３７】
　ステップＳ５（ΔＲＮＤ＿ＰＡＲ？）において、制御器ＣＴＲＬは、オペレータが現在
のパラメタとは異なるレンダリングパラメタを指定したか検査する。オペレータは、例え
ば再生、巻き戻し、繰り返し、早送り、低速再生及び一時停止のような異なるレンダリン
グに関係するアクションを指定する。ビデオに一般的に使用される他のレンダリング関係
のアクションが可能である。視覚教材データＶＡが音声を有する場合、オペレータは、こ
の音声の音を消しても（ミュートしても）よい。この特徴は、例えば超音波走査データＵ
ＳＤが音声としてレンダリングされる情報を有する場合に有用である。それ故に、オペレ
ータは、言わば視覚教材データＶＡに関連する口頭指示よりも、患者の身体部分ＢＤＹ内
の生体内作用に従うと決めることができる。
【００３８】
　ステップＳ６（ＡＰＰＬ）において、制御器ＣＴＲＬは、オペレータがステップＳ５に
おいて指定した１つ以上のレンダリングパラメタを利用する。制御器ＣＴＲＬは、適用で
きるレンダリングパラメタに従って前記視覚教材データＶＡのレンダリングを続け、この
パラメタはステップＳ４に戻ることにより表される。別のレンダリングパラメタが指定さ
れない場合、制御器ＣＴＲＬは、ステップＳ５に後続するステップＳ７を実行する。
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【００３９】
　ステップＳ７（ＱＴ？）において、制御器ＣＴＲＬは、視覚教材データＶＡのレンダリ
ングを止める要求を行ったかを検査する。オペレータがそのような要求を行った場合、制
御器ＣＴＲＬは、ステップＳ８（ＴＲＭ）において前記レンダリングを止めさせる。これ
は、例えば図１に説明されるサブ画像ＡＶを閉じることを含む。オペレータがそのような
要求は行っていない場合、制御器ＣＴＲＬは、利用可能なパラメタに従って、前記視覚教
材データＶＡのレンダリングを続ける。図２は、ステップＳ４に戻ることにより同じこと
を表す。
【００４０】
　ワークフロープロトコルプログラムＷＰＰが新しいステップに達する場合、オペレータ
が前記レンダリングを止める要求をしなかったのに対し、制御器ＣＴＲＬは、ワークフロ
ープロトコルプログラムＷＰＰにおける新しいステップに対しステップＳ２からＳ８を実
行する。このような場合において、オペレータは、ワークフロープロトコルプログラムＷ
ＰＰの幾つかのステップを通じて視覚教材を受信し続ける。
【００４１】
　結び
  図面を参照して上述した詳細な説明は単に、請求項に規定される、本発明の説明及び追
加の特徴である。本発明は数多くの異なる方法で実施されることができる。これを説明す
るために、幾つかの代替案が簡潔に示される。
【００４２】
　本発明は、超音波撮像に関する様々な形式の製品又は方法における利点に適用される。
例えば、本発明は、超音波撮像を目的に構成された携帯型のコンピュータに適用されても
よい。この携帯型のコンピュータは例えば、１つ以上のビーム形成器並びにプローブに活
性化信号を供給する及びこのプローブからの受信信号を処理するための他の回路を有する
専用の超音波撮像モジュールと連動してもよい。このような専用の超音波撮像モジュール
は、アナログ－デジタル変換器及びデジタル－アナログ変換器を一般に含んでいる。
【００４３】
　患者にプローブを当てる好ましい方法の視覚表現は、必ずしも超音波変換器を備えるプ
ローブに関係している必要はない。プローブは、例えばＥＣＧプローブ（ＥＣＧは心電図
(electrocardiogram)の頭字語である）でもよい。オペレータは、表示装置上にレンダリ
ングされるＥＣＧリードを配置する好ましい方法をまねる。
【００４４】
　本発明による超音波撮像システムがデータベースから、視覚教材を提供する視覚表現を
取り出す様々な方法がある。図１は、データベース又は少なくともそのデータベースの一
部が超音波撮像システムの一部を形成する記憶モジュールに存在している例を説明してい
る。他の実施例において、前記データベース例えば通信モジュールを用いてアクセスされ
る遠隔地にある記憶モジュールに存在してもよい。図１を参照すると、制御器ＣＴＲＬは
、関心のある視覚表現が取り出される遠隔データベースとのリンクが確立されるようにプ
ログラムされてもよい。
【００４５】
　大きく見ると、ハードウェア若しくはソフトウェア又はそれら両方を用いて機能エンテ
ィティを実施する様々な方法がある。詳細な説明に示されるようなソフトウェアベースの
実施が一般に好ましいとしても、ハードウェアベースの実施は決して除外されない。例え
ば、上述した如何なる機能エンティティも関係する機能エンティティが実施する１つ以上
の動作を規定する特定の形態を持つ専用の回路を用いて同等に実施されてもよい。システ
ムが１つ以上の専用の回路及び１つ以上の適切にプログラムされた処理器を有する、すな
わち機能エンティティがその中に含むという意味では、ハイブリッドの実施も可能である
。
【００４６】
　図面が異なる機能エンティティを異なるブロックとして示しても、これは単一のエンテ
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を決して排除しない。この点において、図面はまさに図表である。例えば、図１を参照す
ると、単一のプログラム可能な回路は、制御器ＣＴＲＬに帰属する動作及び超音波走査組
立体ＩＳＡに帰属する動作を実行するようにプログラムされてもよい。
【００４７】
　超音波撮像システムが本発明に従って動作することを可能にする命令の組、すなわちソ
フトウェアを記憶及び配布する様々な方法がある。例えば、ソフトウェアは、適切な媒体
、例えば光学ディスク又は記憶回路に記憶されてもよい。ソフトウェアを記憶した媒体は
、ソフトウェアを実行する、個々の製品として又は他の製品と一緒に供給されてもよい。
このような媒体は、ソフトウェアが実行されることを可能にする製品の一部でもよい。ソ
フトウェアは、有線、ワイヤレス又はハイブリッドでもよい通信ネットワークを介して配
布されてもよい。例えば、ソフトウェアはインターネットを介して分配されてもよい。ソ
フトウェアは、サーバーによるダウンロードに利用可能であってもよい。ダウンロードは
支払いが条件であってもよい。
【００４８】
　以上に述べた発言は、図面を参照した詳細な説明が本発明を制限するのではなく、説明
であることを論証している。添付の特許請求の範囲内にある数多くの代替案がある。請求
項における如何なる参照符号もその請求項を制限していると考えるべきではない。「有す
る」と言う用語は、請求項に挙げられた要素又はステップ以外の他の要素又はステップの
存在を排除するものではない。これら要素又はステップが複数あること述べないことが、
これら要素又はステップが複数あることを排除するものではない。夫々の従属請求項が夫
々の追加の特徴を規定しているという単なる事実は、従属請求項の組み合わせに対応する
、これら追加の特徴の組み合わせを排除しない。

【図１】 【図２】
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